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史
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「
秋
の
日
田
路
を
訪
ね
る
会
」
と
題
す
る
別
府
史
読
会
主
催
の

バ
ス
旅
行
が
明
日
に
迫
っ
た
。
そ
う
思
う
と
、
な
か
な
か
眠
れ
な

い
。
小
学
生
の
頃
の
旅
行
が
思
い
出
さ
れ
、
日
曜
だ
が
当
日
は
、

い
つ
に
な
く
早
朝
に
目
が
覚
め
た
。

　
こ
の
日
の
案
内
役
は
別
府
大
学
教
授
、
後
藤
重
巳
先
生
で
あ
る
。

定
刻
八
時
半
す
ぎ
、
観
光
港
上
の
花
時
計
の
あ
る
公
園
を
あ
と
に
、

一
路
玖
珠
路
か
ら
水
郷
日
田
へ
。
総
勢
は
三
九
名
。
観
光
コ
ー
ス

で
は
な
く
、
史
跡
の
由
緒
あ
る
処
を
ゆ
く
と
の
こ
と
で
、
旅
心
と

歴
史
へ
の
ロ
マ
ン
が
ま
す
ま
す
か
き
た
て
ら
れ
る
。

　
バ
ス
の
中
で
の
後
藤
先
生
の
講
話
「
な
ぜ
日
田
の
地
が
歴
史
の

上
で
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
」
に
参
加
者
の
耳
目
が
集
ま

る
。
盆
地
の
中
核
に
あ
る
日
田
は
、
か
っ
て
（
古
代
）
の
太
宰
府

と
並
ん
で
九
州
（
筑
紫
の
国
）
の
中
央
に
位
置
し
最
重
要
地
で
あ

る
こ
と
、
地
勢
的
に
も
小
倉
（
周
防
灘
）
、
南
は
熊
本
（
肥
後
）

方
面
、
西
は
久
留
米
（
筑
後
）
佐
賀
（
肥
前
）
か
ら
長
崎
へ
と
通

じ
る
。
近
世
以
降
の
日
田
は
、
ま
さ
に
九
州
の
交
通
の
要
衝
地
、

政
治
的
に
も
時
代
の
権
力
者
（
徳
川
幕
府
）
に
注
目
さ
れ
、
九
州

支
配
の
拠
点
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
最
初
に
訪
ね
た
の
は
日
田
日
隈
公
園
、
天
領
時
代
の
「
永
山
布

政
所
」
と
い
う
よ
り
「
日
田
代
官
所
」
の
ほ
う
が
判
り
や
す
い
。

天
領
（
幕
府
の
直
轄
地
）
で
あ
っ
た
の
は
一
六
三
九
年
～
一
八
六

七
年
、
幕
府
代
官
職
は
二
名
だ
っ
た
よ
う
だ
。
の
ち
に
府
内
に
も
、

高
松
（
現
大
分
市
）
に
代
宿
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
七
二
四

（
享
保
九
）
年
、
日
田
代
官
所
か
ら
「
西
国
筋
郡
代
」
に
格
上
げ

し
た
（
「
大
分
県
歴
史
事
典
」
）
。

　
代
宿
所
を
あ
と
に
横
山
古
墳
群
へ
（
講
話
あ
り
）
。
こ
れ
か
ら
、

仏
像
ハ
体
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
慈
眼
山
永
興
寺

へ
。
こ
の
古
刹
の
仏
像
は
「
毘
沙
門
天
」
と
「
四
天
王
」
。
い
ず

れ
も
平
安
朝
か
ら
鎌
倉
初
期
の
作
品
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。
二

仏
像
の
迫
力
に
は
、
参
加
者
一
同
、
た
だ
圧
倒
さ
れ
た
。

　
毘
沙
門
天
は
、
も
と
印
度
の
仏
法
の
神
様
で
、
須
弥
山
を
守
る

守
護
神
。
こ
れ
は
今
日
、
な
お
民
衆
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
七
福

神
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
他
の
「
四
天
王
」
は
帝
釈
天

に
仕
え
四
方
を
守
る
護
法
神
で
、
東
西
南
北
を
護
る
武
将
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
仏
像
の
ほ
か
に
、
当
寺
の
ご
本
尊
は
十
一
面
観
音
像
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で
あ
る
。
観
音
像
は
全
国
に
見
ら
れ
る
が
、
観
世
音
菩
薩
は
衆
生

の
あ
ら
ゆ
る
苦
難
を
救
い
、
願
い
事
を
か
な
え
、
あ
ま
ね
く
教
化

す
る
こ
と
を
説
い
た
仏
、
と
い
う
。
参
加
者
、
と
り
わ
け
女
性
の

中
に
は
、
母
子
観
音
像
を
想
い
出
し
た
の
か
、
う
っ
と
り
と
見
と

れ
る
人
も
い
た
。

　
寺
を
あ
と
に
、
つ
づ
い
て
大
原
八
幡
宮
へ
と
急
ぐ
。
こ
の
地
域

の
神
社
の
総
社
で
、
社
格
は
旧
県
社
。
祭
神
は
応
神
天
皇
・
神
功

皇
后
・
比
売
神
三
座
で
、
宇
佐
ハ
幡
宮
と
全
く
澗
じ
。
そ
の
発
祥

と
い
え
ば
、
六
八
〇
年
（
天
武
天
皇
九
年
）
、
現
大
力
瀬
町
の
岩

松
山
蝉
に
来
現
し
た
と
伝
え
る
八
幡
神
（
宇
佐
八
幡
の
祖
神
）
を

こ
の
地
に
迎
え
、
当
時
の
郡
代
が
社
殿
を
造
営
し
た
、
と
伝
え
て

い
る
（
「
県
歴
史
事
典
」
）
。

　
最
後
に
夜
明
け
ダ
ム
そ
ば
の
行
徳
家
住
宅
を
訪
ね
る
。
国
重
要

文
化
財
の
指
定
を
う
け
、
徳
川
期
の
重
厚
な
家
屋
と
室
内
、
そ
れ

に
文
化
財
の
数
々
を
見
せ
て
頂
く
。

　
晩
秋
の
日
田
路
の
紅
葉
と
さ
わ
や
か
な
秋
気
、
神
仏
へ
の
思
い

を
胸
い
っ
ぱ
い
に
扱
い
な
が
ら
、
歴
史
へ
の
満
足
感
と
充
実
感
で

帰
路
を
急
ぐ
。
楽
し
い
探
訪
会
の
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
存
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
員
　
北
中
町
）

十一面観世音菩薩（国重文）

重文の行徳家住宅

永興寺にある８体の重文の仏像
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↑掲一碧喇Hく　抑一年田IH《（細やく）

↑翻缶･≡14肇堅蔵嘸

↓29－

↑掲一幅巨ﾄK　俳一巡［Ⅲﾄ1く（細やく）

弟･ΞI振越屋趣一部慰
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